
３．HTML5によるユーザセントリックＵＩ

 実現技術：ユーザの状況に応じた最適な情報提供技術（感情理解UI、情報の可視化）、
五感に訴えるUI（デバイスごとの情報表現の適応化）

 効果： ユーザの状況に応じて、その時、その場で必要なサービス、欲しいサービスを自然
にさりげなく、かつ分かりやすく身の回りに提示可能に

必要なサービス、欲しいサービスを自然に身の周りに提示
ユーザが接するデバイス（環境）も多種多様に

ビッグデータ

M2M

周辺状況

メガネで
芝目が見える

音声で
「あと
１０ヤードです
弱めに…」

解析

音声で
「危ない！」

スマホが
強く震える



3．２０２０年の社会像(ユーザセントリックなICT基盤)

家電

医療機器 情報機器

輸送機器
ビル・住居

生産機械

社会インフラの効
用は社会インフラ
のいわばUIを提供
する機器・機械に
より人間に提供

工業生産

農業生産
レジャー

家庭生活防災

医療行政
人の様々な目的の
ために、マシン
（機器、ビル・住
居等）を使い、社
会インフラに支え
られ活動

ファイバー
ネットワーク

鉄道

電力 モバイル
ネットワーク

ガス
水道

道路
クラウド

人が生活する環境
と人の活動を支え
る社会インフラの
中でICTの存在感は
増大

情報の量、
精度を上
げること
により人
間の活動
が豊かに

人間活動レイヤ人間活動レイヤ

マシンレイヤマシンレイヤ

社会インフラレイヤ社会インフラレイヤ
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2020年のＩＣＴ共通基盤

（高齢化）先進国日本において 「総合モデル実証」
⇒ 「イノベーティブビジネスの創出」
⇒ 「社会実装」
⇒ 「日本発のグローバル展開」

国のリーダーシップと支援の期待
⇒ イノベーティブ基礎技術
⇒ イノベーティブ産業育成（ベンチャー等）
⇒ イノベーティブ人材育成（ハード、ソフト）

①先進的インフラＩＣＴ技術 （日本の強み）
＋②ユーザセントリックを支えるＩＣＴ技術（おもてなし）

日本の強みを活かした日本的総合モデルの構築
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